
政
令
第
八
十
一
号

防
衛
省
組
織
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
八
条
の
二
並
び
に
第

二
十
一
条
第
四
項
、
防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
条
第
三
項
及
び
第
三
十
一
条
第
四
項
、

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
条
の
二
第
一
項
第
七
号
、
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
第
六
条
第
二
項
、
同
法
第
十
一
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
十
条
第
一
項
、
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
十

一
条
の
三
第
一
項
、
同
法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
二
項
並

び
に
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
四
条
の
五
、
第
二
十
四
条
の
六
、
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
及
び
別
表

第
二
備
考
㈠
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
防
衛
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

防
衛
省
組
織
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
百
九
十
九
条
」
を
「
第
百
九
十
九
条
の
二
」
に
、
「
第
二
百
二
十
二
条
」
を
「
第
二
百
二
十
一
条
」
に
、
「



第
二
百
二
十
三
条
―
第
二
百
二
十
五
条
」
を
「
第
二
百
二
十
二
条
―
第
二
百
二
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
八
十
二
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

職
員
の
離
職
後
の
就
職
に
関
す
る
規
制
並
び
に
自
衛
隊
法
第
六
十
五
条
の
十
一
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
こ
と
。

第
八
十
四
条
第
四
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
人
事
教
育
計
画
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
十
四
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

職
員
の
離
職
後
の
就
職
に
関
す
る
規
制
並
び
に
自
衛
隊
法
第
六
十
五
条
の
十
一
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
十
六
条
第
三
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
補
任
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
四
十
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

職
員
の
離
職
後
の
就
職
に
関
す
る
規
制
並
び
に
自
衛
隊
法
第
六
十
五
条
の
十
一
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
四
十
五
条
第
五
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
補
任
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。



第
百
七
十
五
条
第
十
二
号
中
「
電
子
装
備
研
究
所
、
先
進
技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
「
次
世
代
装
備
研
究
所
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
六
条
中
「
及
び
技
術
振
興
官
」
を
「
、
技
術
振
興
官
一
人
及
び
技
術
連
携
推
進
官
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
七
条
第
五
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
技
術
連
携
推
進
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
九
十
八
条
第
六
号
中
「
電
子
装
備
研
究
所
、
先
進
技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
「
次
世
代
装
備
研
究
所
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
九
条
第
二
号
及
び
第
五
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
技
術
連
携
推
進
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」

を
加
え
、
第
二
章
第
二
節
第
二
款
第
四
目
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
技
術
連
携
推
進
官
の
職
務
）

第
百
九
十
九
条
の
二

技
術
連
携
推
進
官
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

防
衛
装
備
庁
の
所
掌
事
務
に
係
る
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
の
連
携
に
関
す
る
資
料
及
び
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分

析
、
管
理
及
び
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

二

防
衛
装
備
庁
の
所
掌
事
務
に
係
る
科
学
技
術
に
つ
い
て
の
研
究
の
委
託
に
関
す
る
契
約
に
関
す
る
業
務
の
連
絡
調
整

及
び
当
該
契
約
の
履
行
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

「
電
子
装
備
研
究
所

第
二
百
十
三
条
中

を
「
次
世
代
装
備
研
究
所
」
に
改
め
る
。



先
進
技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
」

第
二
百
十
四
条
第
一
項
中
「
及
び
先
進
技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
削
る
。

第
二
百
十
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
（
先
進
技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項

に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

三

理
化
学
器
材
、
衛
生
資
材
及
び
個
人
装
具
に
つ
い
て
の
考
案
、
調
査
研
究
及
び
試
験
並
び
に
規
格
に
関
す
る
資
料
の

作
成
に
関
す
る
こ
と
。

四

放
射
線
、
生
物
剤
及
び
化
学
剤
に
対
処
す
る
た
め
の
技
術
に
係
る
考
案
、
調
査
研
究
及
び
試
験
並
び
に
規
格
に
関
す

る
資
料
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

五

装
備
品
等
に
つ
い
て
の
人
間
工
学
に
係
る
考
案
、
調
査
研
究
及
び
試
験
並
び
に
規
格
に
関
す
る
資
料
の
作
成
に
関
す

る
こ
と
。

第
二
百
十
六
条
第
一
項
中
「
及
び
先
進
技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
削
る
。

第
二
百
十
七
条
の
見
出
し
を
「
（
次
世
代
装
備
研
究
所
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

次
世
代
装
備
研
究
所
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
つ
か
さ
ど
る
。



一

装
備
品
等
の
研
究
開
発
に
応
用
さ
れ
る
先
進
技
術
に
係
る
考
案
、
調
査
研
究
及
び
試
験
に
関
す
る
こ
と
（
航
空
装
備

研
究
所
、
陸
上
装
備
研
究
所
及
び
艦
艇
装
備
研
究
所
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
通
信
器
材
、
電
波
器
材
、
電
子
計
算
機
、
電
気
器
材
及
び
光
波
器
材
に
つ
い
て
の
考

案
、
調
査
研
究
及
び
試
験
並
び
に
規
格
に
関
す
る
資
料
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
（
陸
上
装
備
研
究
所
の
所
掌
に
属
す
る

も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
防
衛
装
備
庁
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
数
理
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

三

装
備
品
等
に
つ
い
て
の
自
衛
隊
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
科
学
的
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
百
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
電
子
装
備
研
究
所
」
を
「
次
世
代
装
備
研
究
所
」
に
改
め
る
。

第
二
百
十
八
条
を
削
る
。

第
二
百
十
九
条
の
見
出
し
中
「
及
び
先
進
技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
同
条
中
「
電
子
装
備
研
究
所
」
を
「
次
世
代

装
備
研
究
所
」
に
改
め
、
「
又
は
先
進
技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
業
務
の
一
部
を
、
先
進
技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
に
研
究
所

」
を
削
り
、
同
条
を
第
二
百
十
八
条
と
す
る
。

第
二
百
二
十
条
を
第
二
百
十
九
条
と
し
、
第
二
百
二
十
一
条
を
第
二
百
二
十
条
と
し
、
第
二
百
二
十
二
条
を
第
二
百
二
十

一
条
と
し
、
第
三
章
中
第
二
百
二
十
三
条
を
第
二
百
二
十
二
条
と
し
、
第
二
百
二
十
四
条
を
第
二
百
二
十
三
条
と
し
、
第
二



百
二
十
五
条
を
第
二
百
二
十
四
条
と
す
る
。

附
則
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
十
四
項
中
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

（
自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
一
条
の
六
中
第
三
十
五
号
を
第
三
十
六
号
と
し
、
第
二
十
六
号
か
ら
第
三
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
二
十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
六

技
術
連
携
推
進
官

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
航
空
教
育
集
団
司
令
官
」
の
下
に
「
、
情
報
本
部
長
」
を
加
え
る
。

「
航
空
教
育
集
団
司
令
官

第
六
条
の
二
十
第
二
項
の
表
三
の
項
中
「
航
空
教
育
集
団
司
令
官
」
を

に
改
め
る
。

情
報
本
部
長

」



第
十
七
条
の
十
四
第
一
項
中
「
八
千
百
円
」
を
「
八
千
三
百
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
防
衛
大
臣
が
定
め
る
額
」
に
改
め

る
。第

十
七
条
の
十
五
第
一
項
中
「
七
千
九
百
円
」
を
「
八
千
二
百
円
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
五
号
中
「
六
月
一
日
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
百
分
の
九
十
二
・
五
を
、
十
二
月
一
日
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
百
分
の
九
十
七
・
五
を
そ
れ
ぞ
れ
」
を
「
百
分
の
九
十
五
を
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

防
衛
省
組
織
令
第
百
八
十
一
条
第
十
号
に
規
定
す
る
事
務
に
従
事
す
る

防
衛
装
備
庁

一

こ
と
を
本
務
と
す
る
職
員
（
防
衛
大
臣
の
定
め
る
者
に
限
る
。
）

「
技
術
振
興
官

別
表
第
三
情
報
本
部
の
項
を
削
り
、
同
表
防
衛
装
備
庁
内
部
部
局
の
項
中
「
技
術
振
興
官
」
を

に

技
術
連
携
推
進
官
」

改
め
る
。

別
表
第
五
感
染
症
看
護
等
手
当
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

救
急
救
命
処
置
手

医
師
が
乗
り
組
ん
で
い
な
い
艦
船
（
診
療
室
そ

業
務
一
日
に
つ
き
二
千
円



当

の
他
の
医
療
が
行
わ
れ
る
設
備
を
有
す
る
も
の

を
除
く
。
）
又
は
航
空
機
に
お
い
て
、
救
急
救

命
士
法
（
平
成
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
救
急
救
命
処
置
を
行
う

業
務
に
従
事
す
る
救
急
救
命
士

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
教
育
訓
練
招
集
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

令
和
二
年
四
月
二
十
六
日
以
前
に
実
施
さ
れ
た
予
備
自
衛
官
補
の
採
用
の
た
め
の
試
験
に
合
格
し
、
予
備
自
衛
官
補
に
採

用
さ
れ
た
者
に
対
す
る
教
育
訓
練
招
集
手
当
の
日
額
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
防
衛
省
の
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
七
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）



３

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
四
の
項
第
四
号
中
「
防
衛
装
備
庁
電
子
装
備
研
究
所
」
を
「
防
衛
装
備
庁
次
世
代
装
備
研
究
所
」
に
改
め
、

同
項
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第
七
号
と
す
る
。


